
　ISOにおけるITSの標準化組織TC204は、1992年に設置さ
れ1993年から活動が開始されました。ISOの組織では、通常、
TC（Technical Committee：専門委員会）の下部にSC（Sub
Committee：分科委員会）、さらにWG（Working Group：作
業グループ）が設置されますが、TC204ではTCの下に直接WG
が設置されています。これらの中には、活動開始から10数年の間
に休止・統合されたWGがあり、現在14のWGが活動中です。各
WGの幹事国は合計9ヶ国であり、このうち日本、アメリカ、および
イギリスが2つのWGを担当しています。
　TC204の作業項目数は2011年1月末時点で123です。
2002年10月にはISOとしてはじめてのITS国際規格が、日本が

コンビナを務めるWG14の作業項目の中から2つ発行されたのを
はじめとして、現在までに、12のWGから62もの国際規格が発行
されています。（P43成立したISO/TC204国際標準を参照。国
際規格の数はいずれもPAS、TS、TRを含まず）
 また、TC204と他の機関との連携（リエゾン）も活発に活動して
ます。例えば、2002年5月のTC204ロンドン会議でPWI提案さ
れ、2005年6月にCDとなっている「国際複合一貫輸送のための
データ辞書・メッセージセット」の標準化については、複数のTC等
との間で幅広くリエゾンをとって標準化を進めています。

ISO/TC204組織（国際）
　ISOでは（IECも同様）各国一機関のみが会員団体になることが
でき、我が国の場合は、閣議了解に基づき、日本工業標準調査会
（Japanese　Industrial Standards Committee:JISC）
が参加しています。日本工業標準調査会から、ISO/TC204の国
内審議団体として承認を受けた社団法人自動車技術会に設置さ
れたITS標準化委員会（国内委員会）を中心に、JISCとして国際
標準化活動を行い、ISO/TC204で扱われる案件についての対
応が図られています。ITS標準化委員会は、①変動する標準化環
境への迅速な対応、②戦略に基づいた標準化作業の実施、③JIS
化作業の補助、④情報発信の徹底を主な活動の柱としています。

また、WG10で提案されている複数の作業項目である「放送型デ
ジタル媒体を利用した旅行者情報メッセージTPEG」やWG16
から提案されている複数の作業項目である「中広域通信規格
CALM」への対応の必要性からITS情報通信システム推進会議
との連携が図られています。ISO/TC204は、日本工業標準調査
会が策定した国際標準化アクションプランにおいて、「広範囲な
技術分野の標準化を、研究開発と一体で進めている、我が国の産
業競争力強化に資する分野」として、重点TCに位置づけられてい
ます。

ITS標準化委員会の活動（国内）

ITS標準化委員会組織ISO/TC204組織

ベナン、チリ、コロンビア、クロアチア、キューバ、キプロス、デンマーク、エジプト、フィンランド、ギリシャ、香港、インドネシア、

イラン、アイルランド、ニュージーランド、パキスタン、フィリピン、ポーランド、ルーマニア、セルビア、シンガポール、スロバキア、

スリランカ、タイ、トルコ、ウクライナ

WG1 : システム機能構成 イギリス

WG3 : ITSデータベース技術 日本

WG4 : 車両・貨物自動認識 ノルウェー

WG5 : 自動料金収受 スウェーデン

WG7 : 商用車運行管理  カナダ

WG8 : 公共交通 アメリカ

WG9 : 交通管理 オーストラリア

WG10: 旅行者情報 イギリス

WG11: ナビ・経路誘導 空席

WG14: 走行制御 日本

WG15: 狭域通信 空席

WG16: 広域通信 アメリカ

WG17: ノーマディックデバイス 韓国

WG18: 協調システム ドイツ

Oメンバ（26カ国）：オブザーバとして業務をフォローし、コメントの提出と会議出席の権利がある。

アルジェリア、オーストラリア、オーストリア、ベルギー、ブルガリア、カナダ、中国、チェコ、フランス、ドイツ、ハンガリー、インド、イスラエル、

イタリア、日本、韓国、マレーシア、オランダ、ノルウェー、ロシア、南アフリカ、スペイン、スウェーデン、スイス、イギリス、アメリカ

Pメンバ（26カ国）：投票の義務があり作業に積極参加するとともに会議に参加する。

ワーキンググループ

ISO/IEC内でのリエゾン ISO外とのリエゾン

コンビナ
ISO/TC204議長

事務局 : TIA（米）
（Telecommunications 
Industry Association）

システム機能構成分科会（WG1） （財）日本自動車研究所

ITSデータベース技術分科会（WG3）  （財）日本デジタル道路地図協会

車両・積載貨物自動認識分科会（WG4）  （社）新交通管理システム協会

自動料金収受分科会（WG5）  （財）道路新産業開発機構

商用車運行管理分科会（WG7）  （財）道路保全技術センター

公共交通分科会（WG8） （財）国土技術研究センター

交通管理分科会（WG9）  （社）新交通管理システム協会

旅行者情報分科会（WG10）  （社）新交通管理システム協会

ナビ・経路誘導分科会（WG11）  （社）自動車技術会

走行制御分科会（WG14）  （社）自動車技術会

狭域通信分科会（WG15）  （社）電子情報技術産業協会

広域通信分科会（WG16）  （社）電子情報技術産業協会

協調システム分科会（WG18）  （財）道路新産業開発機構

システム・ヒューマンインタフェース分科会  （社）自動車技術会

車車間・路車間通信ITS国際対応ビジネスチーム （社）自動車技術会

ITS情報通信システム推進会議
【事務局】（社）電波産業会

分科会・ビジネスチーム

リエゾン

事務局

ITS標準化委員会

技術委員会

調査研究委員会

事務局： （社）自動車技術会

＊1 ： 製造者、消費者、中立者など約30名の委員で構成
＊2 ： 分科会長、ビジネスチームリーダ、リエゾンパーソン、専門家など約30名で構成
＊3 ： 小委員会主査、専門家など10数名で構成、2003年4月から活動休止中
＊4 ： 2004年4月から活動休止中
＊5 ： 2007年10月から活動休止中

・標準化原案などの審議  ・国際WGへの対応

・ ITS標準化戦略の策定
・ 規格案の審議

ITU-R SG5（WP5A）
ITU-R SG6（WP6A）
CEN/TC278
APEC
IEEE
OGC
UN/CEFACT/TBG3
IrDA
ETSI/ERM/TG37
WCO

標準化のフレームワーク

・ 分科会など作業の進捗確認
・ 情報交換

・ 調査研究の進捗確認
・ 情報交換
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TC8
TC22
TC104
TC154
TC211
ISO/IEC/JTC1
ISO/IEC/JTC1/SC31
TC122-TC104JWG
IEC/TC9


